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2012 年 8 月にいわゆる「質的転換答申１)」がまとめられ、「学生が主体的に問題を発見し、
解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）への転換」が必要とされた。











人文科学･社会科学編 第 2号 2019 






































人文科学・社会科学編 第 2号 2019 





































 学年・身分 人数 
学部２年生  22 (55.0%) 
学部３年生  14 (35.0%) 
学部３年次編入生  2 (5.0%) 
学部４年生  1 (2.5%) 
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日本語能力試験  Ｎ１合格  17 (42.5%) 
日本語能力試験  Ｎ２合格  19 (47.5%) 
J.TEST の受験、高得点をとる 3 (7.5%) 
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 表３ 前期終了時までの目標    表４ 学習計画 
目標（複数回答） 件  学習計画 件 
語彙を [X] 覚える 19  1 日の学習量（語数、頁数等）を決める 16 
文法を [X] 覚える 17  学習のペース（時間、週に何回）を決める 8 
漢字 [X] を覚える 10  たくさん勉強する、一生懸命勉強する 7 
文章を正しく理解する（読解）  6  ノートやメモをつくって整理して覚える 4 
日本語能力試験に合格する 4  わからないことを友だちに聞く、日本人と話す 4 
コミュニケーションを強くする 3  生活の中（通学時間など）で勉強する 3 
正しく日本語を使う 1  読んだり、歌ったりして覚える 3 
聴解問題が正解できるようになる 1  ニュース、映画、アニメなどを見て勉強する 3 
   友だちと時間を決めて勉強する 2 
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調査対象者は、2018 年度前期「資格の日本語Ⅰ」の受講生である。登録者数は 48 名だっ
たが、そのうち、前述の質問紙による開講前調査と、学習記録レポートの両方を提出でき
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良かったこと・うまくいったこと （件） うまくいった要因・理由  （件） 




自分自身や自分の気持ちに気づけた 生活で使った 5 
学習の機会を得た、試験に役立つ 7 授業で質問できる 3 
分かるようになってきた 6 復習した 2 
日本語力が上がった 6 興味、関心、ニーズがある 2 
人に伝えられた、仲良くなれた 4 学習計画を立てた 2 
読めるようになった 3 少しずつ勉強した 1 
覚えたことを使えるようになった 2 先輩からの刺激  1 
生活で役に立った 2 理由の記述なし 11 
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覚えても覚えられない 10 面倒くさい、やる気がない 10 
勉強しても間違えた、忘れた 8 原因・理由の記述なし 9 
日本語能力試験ができなかった 7 学習内容が難しかった 6 
新しく覚えたことが使えない 4 復習しなかった 6 









復習しなかった 5 勉強の方法がわからない 3 
計画どおりにいかなかった 3 勉強に疲れた、病気、体調不良  3 
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ここで１点となった 10 名のうち 8 名は、学習のふり返り（良かったこと、反省点）でも
２点までに留まっており、内省が深まらなかったと考えられる。あるいは、受講生本人の
    表８ 今後の課題に関する記述 
記述の分類  （人） 
(上段：方策あり) 
(下段：方策なし) 
具体的に課題を記述  21 
(10) 
(11) 
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資料１ 
【開講前調査】   学籍番号   氏名    
Q1． あなたの日本語の使用について、当てはまるものに○をつけてください。 
(1) 1 日のうち、まわりの人と日本語で話す機会が、どのくらいありますか。 
 ［ よくある   ときどきある   たまにある   ほとんどない   ぜんぜんない ］ 
 
(2) だれと日本語で話しますか (複数回答可)。 
 ［ 日本語のできる家族   友だち  近所の人  アルバイトの同僚  アルバイトの上司 
  大学の先生  大学の職員  恋人  その他（                      ） ］ 
 
(3) 大学の授業プリントや宿題以外に、日本語の文章を読むことがありますか。 
 ［ よくある   ときどきある   たまにある   ほとんどない   ぜんぜんない ］ 
 
(4) どんなものを読みますか （複数回答可）。 
［ 新聞  雑誌  小説  マンガ  お知らせ  広告・チラシ  パンフレット 
   授業の教科書  専門書  メール  インターネットの記事（SNS、ブログなど） 
   病院や役所などの書類  地域の広報紙  その他（                  ） ］ 
 
(5) 日常生活（勉強以外）で、日本語の文章を書くことがありますか。 
 ［ よくある   ときどきある   たまにある   ほとんどない   ぜんぜんない ］ 
 
(6) どんな文章を書きますか （複数回答可）。 
 ［ 役所などの書類  大学への提出物・書類  メール  日記  手紙  SNS・ブログ 
     その他（                      ） ］ 
 
(7) 自分の家や部屋などで、日本のテレビや DVD、動画などを見ることがありますか。 
 ［ 見る→ １日に （   ）時間ぐらい   ほとんど見ない   部屋にテレビがない ］ 
 
(8) どんなジャンルのものを見ますか。 
 ［ ドラマ  ニュース・報道番組  歌番組  バラエティ番組   お笑い番組  アニメ 





‧ 平日→ １日に〔   〕時間〔   〕分 
‧ 休日→ １日に〔   〕時間〔   〕分 
‧ 授業以外で勉強する時間がない   →どうして？  
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‧ 日本語能力試験→ 時期：〔     〕年〔     〕月、 レベル： Ｎ1 ・ Ｎ2 ・ Ｎ3 
    点数：〔     〕点／ 合格  ・ 不合格  
‧ 実用日本語検定 (J.TEST)→ 時期：〔     〕年〔     〕月、 点数：〔     〕点  
‧ どちらも受けたことがない 
 
Q4． 次はいつ、日本語能力試験や実用日本語検定 (J.TEST)を受けるつもりですか。 
‧ 日本語能力試験→ 時期：〔     〕年〔     〕月、 レベル： Ｎ1 ・ Ｎ2 




[ 適切な漢字の選択    漢字の読み方   語彙の使い方   文の文法   文章の文法 ] 
[ 読解→ 内容理解（短文・中文・長文）  主張理解（長文）  統合理解  情報検索 ] 
[ 聴解→ 即時応答   課題理解   ポイント理解    概要理解   統合理解 ] 
【勉強したいこと、苦手なこと】 
 
Q6． 前期が終わるまでに、自分の日本語学習で何をするか、具体的に書いてください。  
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資料２ 
【学習記録レポート】 
    学籍番号   氏名    
 授業開始時に立てた目標 
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· 文 法 の誤 り や 誤
字・脱字がほとんど
ない。 
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Report on Autonomous Learning Support 
Using Learning Record Report: 





In this study, Students set their own learning goals and learning plans before 
beginning the course, and learned Japanese based on their plans during the semester. 
At the end of the semester they evaluated their own Japanese language learning and 
wrote a learning record report. 
This paper reports on the efforts to support students' autonomous Japanese language 
learning through a learning record report. The purpose is to verify whether efforts to 
write a learning record report can strengthen students' introspection and develop meta-
cognition for autonomous learning, by examining the description in the students' 
learning record reports. Results show that it was found that the Japanese language 
learning, based on the student’s own plans, provides various insights to the students, 
and metacognitive knowledge for autonomous learning can also be obtained. 
 
Keyword 
learning record report, Japanese learning, autonomous learning, metacognition, JLPT 
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